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３Ｄものづくり技術を活用した鋳造工程の効率化に関する検討

アボンコーポレーション社では鋳造による製品の開発・製造を行っているが、鋳造に必要
な工程（原型の製作やマッチプレートの製作）では手作業に頼るものも多い。そこで、鋳造
工程の効率化を目的とした３Dものづくり技術の活用の検討を行った。

１．３Dものづくり技術による鋳物製品の製品形状（デザイン）に関する検討

２．３Dものづくり技術による原型・マッチプレートの製作に関する検討

３D-CADによるモデリング

３Ｄプリンターによる
樹脂モデルでの形状確認

レンダリングによる製品形状（デザイン）の確認

３D-CADで原型を設計
抜き構造、収縮考慮

原型データからマッチプ
レート⽤データを作成

製品形状に必要な部分のみを
造形し、その他の共通部分は
⽊型にする等、コストを抑制。

樹脂モデルのコスト抑制
のため中空モードで造形

樹脂＋⽊型の元型からアルミ
鋳造によりマッチプレートを
製作

１．３Ｄ－ＣＡＤによる３Dモデリングにより、従来よりも多くのデザイン案を効率よく検討

できるようになった。今回の検討により、意匠登録（２件）も行った。
また、意匠登録を行った[小型コンロ」は「商品名：ミニ七輪〜繋ＴＳＵＮＡＧＵ〜」
として商品化（平成２８年１０月）された。

２．本検討の結果、マッチプレートの製作工程に３Ｄものづくり技術を活用することで、

従来の手法に比べ、工期を約４０％程度の削減することができた。また製品の形状
精度の向上を図ることができた。

３Dものづくり技術による鋳物製品の
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３Dものづくり技術による原型・マッチプレート
の製作に関する検討１ ２

ミニ七輪として商品化


